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大 府 商 工 会 議 所 



 

大府商工会議所憲章 

 

 

大府商工会議所は、“大府ブランドを世界に”の崇高なビジョンの下、 

時代の流れを読み、世界に発信できる“大府ブランド”の創造に向け、「地

域経済の活性化」と「住んで良し」「訪れて良し」の魅力ある地域づくり

に、地域一丸となって取り組みます。 

 

＜基本理念＞ 

我々は、地域の総合経済団体として、会員企業・事業所の繁栄を市

民・地域の繁栄につなげることにより、「地域経済の持続的発展」を目

指します。 

 

＜行動規範＞ 

  我々は、 

「情熱」と「使命感」を持ち、 

失敗を恐れず、 

「チャレンジ精神」をモットーに、 

スピード感をもって行動することを誓います。 

 

 

平成３１年４月１日   

大 府 商 工 会 議 所 
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大府市の事業・取組に対する要請の回答
令和6年11月18日（月）に岡村市長から受領した要請に対する回答を、2月号と今月号にわたり掲載いたします。

令 和 6 年 度 ｢地域経済の持続的発展｣に向けて 後編

持続可能なまちづくりの推進Ⅱ

平成26年から「境川水系河川整備計画」に基づき、計画的に河川整備を行っている。市内では五箇村川の改修が完了し、2箇所の排水
機場の整備を行っている。下流域では境川の浚渫や改修などが進められている。

大府夏まつりについては、昨年から県補助金も活用し、備品設営の外部委託など、課題となっていた主催団体の負担軽減を図り実施で
きた。適宜、関係団体を集めた打ち合わせを行い、夏まつりの意義や各団体の想いなどを共有することで、夏まつり実行委員会内の結
束力は高まっているものと感じている。なお、本行事は、商業まつり実行委員会も構成団体であり、商業活性化の目的もあるため、商
工会議所も行事の継続性に向けた取組の提案や商業者支援など、今まで以上に主体的に取り組んで欲しい。

「大府市空き店舗利活用補助金」は、昨年に駅周辺の空き物件の確認と所有者や不動産事業者等へのヒアリングを実施し、対象区域等の要
件を拡充しても貸出可能な物件はあまり増えないこと、近年、駅周辺への出店の需要が高まっていることなどが確認でき、総合的に判断
して令和5年度をもって終了。商工会議所は、駅周辺店舗を含む商店街組織の持続的発展に向けた検討、調整、取組を具体的に進めて欲しい。

大府駅東口多目的スペースは、大府駅周辺のにぎわい創出を目的に整備している。今までイベント等で活用し、にぎわいの一端を作っ
ているが、より効果的な運用方法を市民活動スペースとしての可能性や駅周辺事業者への影響等も考慮した形で検討を進めている。
商工会議所も、総合的な観点での具体的な活用方法の提案をお願いする。

観光協会については、委員会等を通じて会員事業者と日常的に意見交換を行い、様々な事業を企画、調整、実施している。KURUTOお
おぶについては、観光案内所の看板を掲示し、観光協会ウェブサイトの観光の問合せ先にKURUTOおおぶを併記するなど、大府駅直
結の観光案内所として機能するよう工夫している。観光協会とKURUTOおおぶが連携し、観光振興につながる取組を進めていく。商
工会議所も、商業支援策として観光事業に関して、今まで以上に積極的に取り組んで欲しい。

愛知県が実施する大府警察署（仮称）の建設を滞りなく実施できるよう、「大府警察署（仮称）建設推進チーム」において、浸水区域対策
や河岸浸食防止措置等の課題を共有し、愛知県と調整を図っている。今後も愛知県と連携し、警察署建設の早期実現を目指す。

面的な開発を始め、まちづくりを進めるに当たっては、綿密な協議・調整により、権利者との合意形成が不可欠。令和5年9月に「大府
駅及び共和駅周辺のまちづくり計画」を策定したが、大府駅東南部地区については、権利者の意向や周辺状況、社会情勢を考慮しながら、
中・長期的な視点で継続的に検討する。

災害に対する強靭化2

地域の賑わい創出と快適なまちづくり4

大府警察署の開設 【回答】危機管理課3
大府警察署の新設について愛知県では庁舎建築設計が進められているが、市においても早急に大府警察署が開設できる様、周
辺対策等について連携・協力をすること。

要
請

駅前のにぎわい創出には有効な補助金と考えているので、対象区域の範囲や空き店舗所有者へのインセンティブなど再考の上、
制度を復活すること。

要
請

大府駅東南部地区などの、老朽化した木造建築物が密集し道路幅員が狭隘な地区は、地震や火災が発生した場合に大きな被
害が予想される。一日も早い面的整備の具体化を図ること。

要
請

❶境川流域の浸水対策 【回答】水緑公園課

❶イベント実施に対する支援の拡充 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸空き店舗補助金の復活 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❹大府駅東口多目的スペースの有効活用 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷大府市観光協会の体制強化とKURUTOおおぶの運営 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷市街地の防災機能強化 【回答】都市政策課

県管理の施設・河川改修も含めて、中長期の改善計画を明確にして対策を進めること。要
請

観光協会を法人化して独立させるとともに、優れた経営感覚溢れる人材を確保して、観光協会事業の充実・強化を図ること。要
請

将来にわたり安定的に継続していくために、経済的にも人的にも行政の支援が不可欠。市当局は継続的かつ積極的な関与をすること。要
請

昨年、大府駅東口前にオープンした多目的スペースを有効活用し更なる駅前の賑わいを創出するために、柔軟な活用方法を検討すること。要
請

要請内容の詳細は、こちら
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大府市の事業・取組に対する要請の回答
令和6年11月18日（月）に岡村市長から受領した要請に対する回答を、今月号と3月号にわたり掲載いたします。

令 和 6 年 度 ｢地域経済の持続的発展｣に向けて 前編

持続可能な地域経済の実現と競争力強化Ⅰ

❶国道366号の渋滞対策【重点項目】 【回答】道路整備課

❷国道155号（瀬戸大府東海線）の渋滞対策【重点項目】 【回答】道路整備課

❸都市計画道路の整備促進 【回答】道路整備課

ア 7月4日に知多建設事務所に、7月23日に愛知県に対して、午池南交差点から惣作交差点及び折戸交差点までの区間の早期整備を
要望した。

都市計画道路名古屋刈谷線の早期事業化

ア 愛知県に対して多くの路線を要望しており、要望路線の早期着手・完成を強く訴えている。要望路線の完成後、周辺道路や土地利
用などの状況から総合的に判断し、優先順位を付け、新たな路線を要望していく。

都市計画道路瀬戸大府東海線の全線4車線化

ウ 国道366号の渋滞対策については、関係機関と調整を図る。現在、知多建設事務所において、午池南交差点の設計が実施されてお
り、市道長根北崎線の改良については、都市計画道路の整備後に検討する。

午池南交差点及び梶田町六丁目交差点の改良

イ
これまで同様、愛知県が行う道路事業に対して、しっかりと連携及び協力を行う。
都市計画道路衣浦西部線の計画変更

イ
今後の整備方針については、周辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断する。
都市計画道路健康の森線の全線整備

ウ
現在、田面交差点を優先的に実施していただいているので、本交差点の整備が進んだ後に、知多建設事務所へ要望する。
大府高校北交差点の改良

道路ネットワークの整備1
都市計画決定済みの幹線道路の早期開通に向けて事業を加速化するとともに、補助幹線道路等についても地域の実情を踏ま
えて、その充実を図ること。

要
請

 【県決定都市計画道路】 ※太字は重点項目と重複
●衣浦西部線①、●名古屋刈谷線③、●荒尾大府線④
7月4日に知多建設事務所に、7月23日に愛知県に対して、早期整備を要望した。

●瀬戸大府東海線（四車線化）②、●木の山北崎線（梶田町六丁目交差点以東）⑨
愛知県に対して多くの路線を要望しており、要望路線の早期着手・完成を強く訴えている。要望路線の完成後、周辺道路や土地利用
などの状況から総合的に判断し、優先順位を付け、新たな路線を要望する。

●大府東浦線⑤ 7月 4日に知多建設事務所に、7月 23日に愛知県に対して整備要望した。7月 27日に国道 155号から市道ウ
ド線までの区間が完成。

●東海有松線⑥ 7 月 4日に知多建設事務所に、7月 23日に愛知県に対して、事業中の本郷交差点から東海市方面への延長約
700mの区間について、継続して事業を推進し、早期に完成できるよう要望した。

●大府駅前線⑦ 安全な歩行空間の確保のため、愛知県と協議し、本市で歩道整備の事業を進めている。

●健康の森線⑧ 今後の整備方針については、周辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断する。

 【市決定都市計画道路】
●養父森岡線⑩ 主要地方道東浦名古屋線から東海市境までの区間の工事や用地買収を進めており、東海市と整備時期の調整を図
り、早期に完成できるよう、引き続き整備を進める。
●柊山大府線⑪ 令和元年度に市道大府共和線の柊山町三丁目交差点から市道上原殿田線までの区間を整備し、道路を供用開始した。
市道上原殿田線から主要地方道名古屋碧南線までの区間は、歩行者の安全確保を最優先に待避所の設置や電柱の移設工事を実施している。

道路整備等
要請箇所図
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❹補助幹線道路等の整備促進 【回答】道路整備課
●大府本町線（歩道整備） 中央町七丁目交差点の右折車による渋滞対策として、信号柱の移設工事を本年度中に実施する。

●井田辰池線（歩道整備） ●長根北崎線(歩道整備) ●高根川夫婦橋～高根橋間の川沿い道路の拡幅
●大府市民球場へのアクセス道路の整備 ●名所ヶ峯～二ツ池南間道路の拡幅
今後の整備方針については、周辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断する。

●名高山線(拡幅) 令和 7年度に国道 366号との交差部付近において拡幅整備を予定している。それ以外の区間については、
地域などからの要望、周辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断する。 

●山口半月線代替道路の確保 本地区周辺が安全・安心に通行できるよう愛知県が都市計画道路大府東浦線を整備している
ので、本路線を利用いただきたい。

●主要地方道東浦名古屋線狭隘部(豊田自動織機長草工場南西部)の拡幅 ●県道大府常滑線（歩道整備）
愛知県に対して多くの路線を要望しており、要望路線の早期着手・完成を強く訴えている。要望路線の完成後、周辺道路や土地利用
などの状況から総合的に判断し、優先順位を付け、新たな路線を要望する。

●名和大府線（歩道整備） 田面交差点については、平成 28年度から愛知県が渋滞解消に向けた交差点改良を実施しており、
現在用地買収を進めているところだが、交差点改良事業に合わせて交差点部の歩道整備も予定している。

❺主要交差点等の改良 ※太字は重点項目と重複【回答】道路整備課

●一般県道名和大府線、東海緑線 … 田面交差点 　本郷交差点
7月4日に知多建設事務所に要望し、また、7月23日に愛知県に対して、事業中の交差点改良事業について、継続して事業を推進し、
早期に完成できるよう要望した。引き続き、地元調整や用地交渉など、愛知県に協力する。

●国道366号線 … 午池南交差点
7月4日に知多建設事務所に要望し、7月23日に愛知県に対して、事業中の交差点改良事業について、継続して事業を推進し、早期に
完成できるよう要望した。本年度から知多建設事務所において、交差点改良設計を実施していると伺っており、地元調整や用地交渉
など、愛知県に協力する。

●国道366号線 … 梶田町六丁目 　梶田町一丁目交差点
●国道155号線 … 宮内町三丁目交差点 　大府高校北交差点 ●泉田共和線 … 名所ヶ峯西五差路交差点
●大府駅東線、名古屋碧南線 … 桃山町五丁目交差点
愛知県に対して多くの路線を要望しており、要望路線の早期着手・完成を強く訴えている。要望路線の完成後、周辺道路や土地利用
などの状況から総合的に判断し、優先順位を付け、新たな路線を要望する。

●大府本町線 … 中央町一丁目 ●長根北崎線 … 大府東高校北交差点 ●大府半田線 … 明成町三丁目交差点
今後の整備方針については、周辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断する。

●大府本町線 … 中央町七丁目交差点   中央町七丁目交差点の右折車による渋滞対策として、信号柱の移設工事を本年度中に
実施する。

❻高速道路の利便性向上 【回答】都市政策課

同PAにスマートICを設置することについて、市として前向きな方針を打ち出すこと。要
請

ア
大府PA周辺地域は、「第4次大府市都市計画マスタープラン」において、新たな産業地の形成を図るエリアとして位置付けて開発を
検討している。都市計画道路荒尾大府線の整備を含め、産業系の土地利用の促進を図っていく中で、交通利便性や利用ニーズの高
まりなども考慮する。

知多半島道路大府パーキングエリアへのスマートインターチェンジ設置

愛知県は知多半島道路と伊勢湾岸自動車道との接続問題が渋滞の原因であることを認め、連絡路の検討を表明した。次
いで、県道路公社は令和4年12月、連絡路となるランプの新設について事業計画を進めている。地元自治体として、事業
実現に向けた用地対策などの協力をお願いする。

要
請

イ
上入道交差点付近の渋滞緩和は、知多半島全体の発展と円滑な道路交通の確保のためにも必要であると認識している。今後も引き
続き、愛知県道路公社が進める事業に対し、関係機関とともに連携・協力していくとともに「第4次大府市都市計画マスタープラン」に
基づき、当該地周辺において、農地や既存住宅地など周辺環境との調和に配慮しながら、工場や物流施設などの新たな産業地の形成
を図る。

知多半島道路大府西インターチェンジの渋滞解消

自動運転技術の進展とその社会実装に関する実験などが進みつつあり、今後の企業活動や市民生活に大きな変革をもたらすことが予
想される。道路整備に当たっては、こうした議論を取り込むこと。

要
請

❼新技術への対応 【回答】都市政策課

自動運転に係る全国的な動向について、継続して調査・研究を行っている。自動運転の実装に当たっては、道路ネットワーク、道路の整備形
態及び交通状況等と合致することが不可欠であり、今後も様々な関連情報を収集した上で慎重に検討する。
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❷販路開拓支援 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸BCP対策への支援 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷戦略的企業誘致に向けた検討 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸適正な公共入札 【回答】行政管理課

❹人材確保を促進するための求人支援 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❶生産性向上支援 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

国立長寿医療研究センターや大学、商工会議所、行政などが一堂に会し、次世代成長分野での研究開発機能の強化について、協議・検
討する場を設けること。

要
請

「企業防災の促進」をするため、BCP策定費用や事業所の防災設備の設置、備蓄品などの防災グッズの購入に対する補助金等による支
援を要望する。（近隣では東浦町や春日井市等が実施）

要
請

市の公共事業において、発注時の適切な設計価格を維持するとともに、発注後の原材料価格や人件費などのコスト上昇に対して、適切
な配慮をすること。

要
請

人材確保に要する求人サイトの掲載料や人材紹介手数料等への補助をすること（近隣では刈谷市、知多市、犬山市、春日井市、豊橋市等が
実施している）。併せて、従業員の労働環境改善（休憩室、シャワー、トイレ、空調等の新設・改修など）に係る費用についても支援をすること。

要
請

雇用創出、人口増加、税源確保につながる産業用地の整備は、持続可能なまちづくりを進めるにあたって重要であると考えており、「第４次大
府市都市計画マスタープラン」に基づき、農地や樹林地の保全、調和に配慮しながら木の山地区、北崎IC周辺地区を中心に、工場立地が実
現してきたところであり、他地区も含め将来の大府市を支える企業の立地をつなげることができるよう産業用地の整備に努める。また、ウェ
ルネスバレー健康産業ゾーンの開発については、愛知県企業庁及び東浦町と連携して産業用地の開発の実現に向けて取り組んでおり、本年
度は、開発同意状況に合わせた開発区域を検討し、造成計画の検討を行う。

中小企業等経営強化法に基づく「先端設備等導入計画」の認定により、一定の要件を満たす設備について、当該固定資産税の課税標準が
1/2又は1/3となる制度を実施している。「大府市がんばる事業者応援補助金」については、新技術・新事業の創出等による経営基盤の強化
を目的としており、生産性向上と目的が異なるため、今後も「先端設備導入計画」の認定により、生産性の向上を進めながら必要に応じて追
加の支援を検討する。商工会議所においても、引き続きコーディネーター等を活用し、中小企業の経営の合理化や生産性の向上の支援の強
化をお願いする。

ウェルネスバレー推進協議会をはじめ、産業振興懇談会、産業振興策検討会など、専門機関、大学、企業、農業団体との意見交換、連携する
仕組みを構築しているので、商工会議所においても、次世代成長分野での研究開発機能の強化に向けた提案、協議をお願いする。

「大府市がんばる事業者応援補助金」は、これまでの商工会議所からの要請を受けて販路開拓のメニューを拡大するなど、支援内容の充実
を令和5年度に行ったばかりで、拡充したこの補助金で支援を行っていく。本制度の周知に協力をいただいているところだが、周知とともに、
補助事業を伴走支援していただき、補助事業実施後に事業者が自立的に販路開拓・拡大を進められるように引き続き支援をして欲しい。

BCP対策への支援としては、危機管理課において、BCPの策定を促進するための情報提供を中心に支援している。計画策定における導入
部分などの内容であれば企業からの相談にも対応している。商工会議所においても、引き続きセミナーや個別相談などによるBCP計画策定
支援をお願いする。

公共事業の工事等の設計は、担当各課において愛知県の基準を準用し適切な積算に努めている。また、原材料価格や人件費などのコスト上
昇に対しては、大府市公共工事請負契約約款第26条に、賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更に関する規定を設け、適切に対応
している。

中小・小規模企業の支援強化と人材育成3

求人関連の支援は、大府市雇用対策協議会を中心に活動している。協議会において求人サイトの活用事例の共有を行っており、好事例の水
平展開による支援を進める。労働環境改善等に係る補助制度については、協議会での意見等を参考に総合的に勘案し、必要に応じて検討す
る。商工会議所においても引き続き中小企業の働き方改革や女性活躍推進を進めて欲しい。

既存の「がんばる事業者応援補助金」のメニュー追加や対象経費の拡大による生産性向上支援をすること。要
請

市では「がんばる事業者応援補助金」により、販路開拓の支援をしていただいているが、予算枠の拡充など更なる支援の充実を図ること。要
請

地域産業の発展と雇用確保2

「木の山地区」「伊勢湾岸自動車道北崎IC周辺地区」「あいち健康の森隣接地区」「大府PA周辺地区」を念頭に、愛知県企業庁等と連携
して産業用地を整備すること。

要
請

❶産業用地の創出 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課
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計画的な市街地整備の推進1
大府市の総合計画や都市計画マスタープランに掲げる方針を、具体的なまちづくり施策につなげるため、代表的な事例を挙げて
次の通り要請する。

要
請

イ
 【回答】学校教育課
小中学校では、健康経営について直接学ぶ機会はないが、健康についての学習やキャリア教育の中で興味、関心をもってもらうことは
意義がある。児童生徒の主体的な学習の中で、学校が個別に希望する場合は、連携に御協力をお願いする。

健康経営の普及啓発

教育の中でも健康経営を取り上げ、市内の健康経営認定企業で働きたくなるような意識の醸成を図ること。要
請

持続可能なまちづくりの推進Ⅱ

大府本町線沿線におけるマンションについては、建設計画を把握した段階で、歩行空間の確保について事業者に依頼し、マンション建設前の歩
行空間がない現状に対して事業者の協力のもと、改善を図った。今後もこのような取組を続ける。

既成市街地が形成された駅周辺において、まちづくりを進めていくためには、市有地だけでなく、民有地の活用も必要と考えている。「大府駅周
辺まちづくり計画」に基づき、地権者や商業者の方 と々将来のまちの在り方について話し合いを始めており、地域の皆様とのつながりを深め、ま
ちづくりに対する機運を高めながら、公民が連携した駅周辺のまちづくりを図る。

明成地区については、「第4次大府市都市計画マスタープラン」の将来都市構造において、住居系の新たな市街地として位置付けている。これま
でにも、地元説明会を開催したが地権者の合意が得られていない状況。このプランに基づき、当該地周辺において、農地や既存住宅地など周辺
環境との調和に配慮しながら、土地利用を図る。

【回答】都市政策課
「第4次大府市都市計画マスタープラン」の将来都市構造及び土地利用計画において、工業・物流系及び交流系の新たな市街地として位置付け
ている。開発許可制度の運用を含め、立地する建築物について、適切に指導している。
 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課
「ウェルネスバレー基本計画」に定めた土地利用計画に基づき、医療福祉ゾーン、健康交流ゾーン、健康産業ゾーンに適した事業者の誘致を進め
るとともに、開発基準に基づき道路、緑化などの整備を進めている。健康産業ゾーンの開発については、愛知県企業庁及び東浦町と連携して産
業用地整備の実現に向けて取り組んでいる。

❶大府駅周辺の市街地整備 【回答】都市政策課

❷公民連携によるまちづくり推進体制の整備 【回答】中心市街地整備室

❸明成地区における市街地整備 【回答】都市政策課

❹ウェルネスバレー地区の市街地整備

❹将来の地域を支える子供の教育 【回答】こども若者女性課、学校教育課

ア

少年少女発明クラブの支援

ものづくりを支える人材の育成をするため「少年少女発明クラブ」への経済的支援の拡充や学校教育の充実に努めること。要
請

 【回答】こども若者女性課
毎年多くの企業に少年少女発明クラブ活動に対する賛助金による支援をいただいている。賛助企業の想いにお応えできるよう、クラブ
員の育成と活動の活発化に使っている。クラブのものづくりを通した少年少女の創造力の育成及び少年少女の夢と情熱を育む活動に
対して、「大府市少年少女発明クラブ交付金交付要綱」に基づき交付金を交付し、ものづくりを支え人材の育成に努める。
 【回答】学校教育課
郷土について学習するために副読本を独自で編纂している。この副読本を社会科の授業の中で活用し、地域の工業や農業などについて、
児童生徒が自ら調べ学習を行うことで、地域の産業に関心や理解を深める学習活動を行っている。今後も、地域について学ぶ機会を通
じて、ものづくりを支える人材の育成に努める。

市街化区域の線引き及び用途地域の設定により、既成市街地の居住環境の保全に努めている。また、「第4次大府市都市計画マスタープラン」の
将来都市構造及び土地利用計画において、工業・物流系の新たな市街地として位置付けている。開発許可制度の運用を含め、立地する建築物に
ついて、適切に指導している。

❺横根北崎地区の市街地整備 【回答】都市政策課

横根平子土地区画整理事業施行区域からの接続については、地区周辺の幹線道路へ接続するアクセス道路として、道路幅員を拡げる等の整備
を土地区画整理事業の完了までに進める計画としている。道路アクセスを含めた沿道対策については、愛知県が行う道路事業に対して、連携・協
力していく。

❻横根平子地区土地区画整理事業 【回答】都市政策課
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大府市の事業・取組に対する要請の回答
令和6年11月18日（月）に岡村市長から受領した要請に対する回答を、2月号と今月号にわたり掲載いたします。

令 和 6 年 度 ｢地域経済の持続的発展｣に向けて 後編

持続可能なまちづくりの推進Ⅱ

平成26年から「境川水系河川整備計画」に基づき、計画的に河川整備を行っている。市内では五箇村川の改修が完了し、2箇所の排水
機場の整備を行っている。下流域では境川の浚渫や改修などが進められている。

大府夏まつりについては、昨年から県補助金も活用し、備品設営の外部委託など、課題となっていた主催団体の負担軽減を図り実施で
きた。適宜、関係団体を集めた打ち合わせを行い、夏まつりの意義や各団体の想いなどを共有することで、夏まつり実行委員会内の結
束力は高まっているものと感じている。なお、本行事は、商業まつり実行委員会も構成団体であり、商業活性化の目的もあるため、商
工会議所も行事の継続性に向けた取組の提案や商業者支援など、今まで以上に主体的に取り組んで欲しい。

「大府市空き店舗利活用補助金」は、昨年に駅周辺の空き物件の確認と所有者や不動産事業者等へのヒアリングを実施し、対象区域等の要
件を拡充しても貸出可能な物件はあまり増えないこと、近年、駅周辺への出店の需要が高まっていることなどが確認でき、総合的に判断
して令和5年度をもって終了。商工会議所は、駅周辺店舗を含む商店街組織の持続的発展に向けた検討、調整、取組を具体的に進めて欲しい。

大府駅東口多目的スペースは、大府駅周辺のにぎわい創出を目的に整備している。今までイベント等で活用し、にぎわいの一端を作っ
ているが、より効果的な運用方法を市民活動スペースとしての可能性や駅周辺事業者への影響等も考慮した形で検討を進めている。
商工会議所も、総合的な観点での具体的な活用方法の提案をお願いする。

観光協会については、委員会等を通じて会員事業者と日常的に意見交換を行い、様々な事業を企画、調整、実施している。KURUTOお
おぶについては、観光案内所の看板を掲示し、観光協会ウェブサイトの観光の問合せ先にKURUTOおおぶを併記するなど、大府駅直
結の観光案内所として機能するよう工夫している。観光協会とKURUTOおおぶが連携し、観光振興につながる取組を進めていく。商
工会議所も、商業支援策として観光事業に関して、今まで以上に積極的に取り組んで欲しい。

愛知県が実施する大府警察署（仮称）の建設を滞りなく実施できるよう、「大府警察署（仮称）建設推進チーム」において、浸水区域対策
や河岸浸食防止措置等の課題を共有し、愛知県と調整を図っている。今後も愛知県と連携し、警察署建設の早期実現を目指す。

面的な開発を始め、まちづくりを進めるに当たっては、綿密な協議・調整により、権利者との合意形成が不可欠。令和5年9月に「大府
駅及び共和駅周辺のまちづくり計画」を策定したが、大府駅東南部地区については、権利者の意向や周辺状況、社会情勢を考慮しながら、
中・長期的な視点で継続的に検討する。

災害に対する強靭化2

地域の賑わい創出と快適なまちづくり4

大府警察署の開設 【回答】危機管理課3
大府警察署の新設について愛知県では庁舎建築設計が進められているが、市においても早急に大府警察署が開設できる様、周
辺対策等について連携・協力をすること。

要
請

駅前のにぎわい創出には有効な補助金と考えているので、対象区域の範囲や空き店舗所有者へのインセンティブなど再考の上、
制度を復活すること。

要
請

大府駅東南部地区などの、老朽化した木造建築物が密集し道路幅員が狭隘な地区は、地震や火災が発生した場合に大きな被
害が予想される。一日も早い面的整備の具体化を図ること。

要
請

❶境川流域の浸水対策 【回答】水緑公園課

❶イベント実施に対する支援の拡充 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸空き店舗補助金の復活 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❹大府駅東口多目的スペースの有効活用 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷大府市観光協会の体制強化とKURUTOおおぶの運営 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷市街地の防災機能強化 【回答】都市政策課

県管理の施設・河川改修も含めて、中長期の改善計画を明確にして対策を進めること。要
請

観光協会を法人化して独立させるとともに、優れた経営感覚溢れる人材を確保して、観光協会事業の充実・強化を図ること。要
請

将来にわたり安定的に継続していくために、経済的にも人的にも行政の支援が不可欠。市当局は継続的かつ積極的な関与をすること。要
請

昨年、大府駅東口前にオープンした多目的スペースを有効活用し更なる駅前の賑わいを創出するために、柔軟な活用方法を検討すること。要
請

要請内容の詳細は、こちら

大府市の事業・取組に対する要請の回答
令和6年11月18日（月）に岡村市長から受領した要請に対する回答を、2月号と今月号にわたり掲載いたします。

令 和 6 年 度 ｢地域経済の持続的発展｣に向けて 後編

持続可能なまちづくりの推進Ⅱ

平成26年から「境川水系河川整備計画」に基づき、計画的に河川整備を行っている。市内では五箇村川の改修が完了し、2箇所の排水
機場の整備を行っている。下流域では境川の浚渫や改修などが進められている。

大府夏まつりについては、昨年から県補助金も活用し、備品設営の外部委託など、課題となっていた主催団体の負担軽減を図り実施で
きた。適宜、関係団体を集めた打ち合わせを行い、夏まつりの意義や各団体の想いなどを共有することで、夏まつり実行委員会内の結
束力は高まっているものと感じている。なお、本行事は、商業まつり実行委員会も構成団体であり、商業活性化の目的もあるため、商
工会議所も行事の継続性に向けた取組の提案や商業者支援など、今まで以上に主体的に取り組んで欲しい。

「大府市空き店舗利活用補助金」は、昨年に駅周辺の空き物件の確認と所有者や不動産事業者等へのヒアリングを実施し、対象区域等の要
件を拡充しても貸出可能な物件はあまり増えないこと、近年、駅周辺への出店の需要が高まっていることなどが確認でき、総合的に判断
して令和5年度をもって終了。商工会議所は、駅周辺店舗を含む商店街組織の持続的発展に向けた検討、調整、取組を具体的に進めて欲しい。

大府駅東口多目的スペースは、大府駅周辺のにぎわい創出を目的に整備している。今までイベント等で活用し、にぎわいの一端を作っ
ているが、より効果的な運用方法を市民活動スペースとしての可能性や駅周辺事業者への影響等も考慮した形で検討を進めている。
商工会議所も、総合的な観点での具体的な活用方法の提案をお願いする。

観光協会については、委員会等を通じて会員事業者と日常的に意見交換を行い、様々な事業を企画、調整、実施している。KURUTOお
おぶについては、観光案内所の看板を掲示し、観光協会ウェブサイトの観光の問合せ先にKURUTOおおぶを併記するなど、大府駅直
結の観光案内所として機能するよう工夫している。観光協会とKURUTOおおぶが連携し、観光振興につながる取組を進めていく。商
工会議所も、商業支援策として観光事業に関して、今まで以上に積極的に取り組んで欲しい。

愛知県が実施する大府警察署（仮称）の建設を滞りなく実施できるよう、「大府警察署（仮称）建設推進チーム」において、浸水区域対策
や河岸浸食防止措置等の課題を共有し、愛知県と調整を図っている。今後も愛知県と連携し、警察署建設の早期実現を目指す。

面的な開発を始め、まちづくりを進めるに当たっては、綿密な協議・調整により、権利者との合意形成が不可欠。令和5年9月に「大府
駅及び共和駅周辺のまちづくり計画」を策定したが、大府駅東南部地区については、権利者の意向や周辺状況、社会情勢を考慮しながら、
中・長期的な視点で継続的に検討する。

災害に対する強靭化2

地域の賑わい創出と快適なまちづくり4

大府警察署の開設 【回答】危機管理課3
大府警察署の新設について愛知県では庁舎建築設計が進められているが、市においても早急に大府警察署が開設できる様、周
辺対策等について連携・協力をすること。

要
請

駅前のにぎわい創出には有効な補助金と考えているので、対象区域の範囲や空き店舗所有者へのインセンティブなど再考の上、
制度を復活すること。

要
請

大府駅東南部地区などの、老朽化した木造建築物が密集し道路幅員が狭隘な地区は、地震や火災が発生した場合に大きな被
害が予想される。一日も早い面的整備の具体化を図ること。

要
請

❶境川流域の浸水対策 【回答】水緑公園課

❶イベント実施に対する支援の拡充 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸空き店舗補助金の復活 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❹大府駅東口多目的スペースの有効活用 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷大府市観光協会の体制強化とKURUTOおおぶの運営 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷市街地の防災機能強化 【回答】都市政策課

県管理の施設・河川改修も含めて、中長期の改善計画を明確にして対策を進めること。要
請

観光協会を法人化して独立させるとともに、優れた経営感覚溢れる人材を確保して、観光協会事業の充実・強化を図ること。要
請

将来にわたり安定的に継続していくために、経済的にも人的にも行政の支援が不可欠。市当局は継続的かつ積極的な関与をすること。要
請

昨年、大府駅東口前にオープンした多目的スペースを有効活用し更なる駅前の賑わいを創出するために、柔軟な活用方法を検討すること。要
請

要請内容の詳細は、こちら

6

❼大手スーパー進出に伴う交通対策 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課、道路整備課

ア
関係法令を遵守した上で、当該店舗が住民生活に与える影響に鑑み、地域住民の声に耳を傾け、地域との調和に努めるよう、愛知県や
警察と連携し事業者へ指導していく。周辺道路については、2月に桃山地区をゾーン30プラスの区域として整備し、生活道路内の歩行
者の安全対策を行った。トライアル北側市道の側溝改良工事を実施し、6月に完了した。開店後に中央町一丁目交差点からのUターン
禁止・南からの右折入場禁止を無視した車両が後を絶たないことから、多くの方から安全に通行できないとの御意見を頂戴しており、
愛知県が道路中央部へラバーポールの設置を実施した。引き続き、地域との調和に努めるよう、愛知県や警察と連携していく。

スーパー「トライアル」1  【回答】商工業ウェルネスバレー推進課、道路整備課

イ
7月4日に知多建設事務所に要望し、7月23日に愛知県に対して、午池南交差点から惣作交差点までの区間の早期整備を要望した。
スーパー「マックスバリュ」2  【回答】道路整備課

ウ 交差点付近の路肩に設置された電柱を移設することで車両の通行性の改善を図る予定。今後の整備方針は、地域などからの要望、周
辺道路や土地利用などの状況から総合的に判断していく。

ドラッグストア「Vドラッグ」3  【回答】道路整備課

※要請内容の詳細は、会報11月号、12月号若しくは当所HPをご参照ください。
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大府市の事業・取組に対する要請の回答
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通勤や通学にも利用できるような、大府市循環バス路線の設定と運行ダイヤの改善要
請

1 令和2年10月に策定した「大府市地域公共交通計画」に基づき、循環バス路線の見直しも含め、更なる交通利便性の向上につなが
る取組の検討を進めている。今後も、より多くの方の移動手段として、循環バスをご利用いただけるようバスの利用データ等に
基づく調査、研究の結果とともに、市民や利用者の意見についても今後の運行の参考とする。

市循環バスを持続可能な公共交通とするための、利用者負担と利便性確保要
請2

「大府市地域公共交通計画」に基づく取組を進め、地域を支える持続可能な地域公共交通体系の構築を図る。

名古屋市始め近隣市町の公共交通機関との、相互乗り入れ等による連携強化要
請

3 循環バスにおいて東海市、豊明市及び東浦町への乗り入れを実施するとともに、名古屋市及び東浦町の運行バスが本市へ乗り入
れている。また、知多乗合㈱が運行する路線バスでは、東海市及び東浦町との間を往来する系統がある。更に、近隣市町が開催す
る地域公共交通会議に参加するとともに、大府市地域公共交通活性化協議会においても、東海市、豊明市、東浦町及び刈谷市に参
加してもらい、既に近隣市町と連携強化を図りながら、地域公共交通ネットワークの確保に努めている。

時間帯や曜日によって利用しにくい状況にあるタクシー運行の改善要
請

4 大府地域公共交通活性化協議会の委員として、愛知県タクシー協会の知多支部長にご参加いただいており、本市の公共交通施策
に関する意見交換を行っている。

公共交通の充実による交通渋滞の緩和と脱炭素化要
請

5 「大府市地域公共交通計画」における基本施策として、「地域公共交通ネットワークの見直し」及び「環境に配慮した地域公共交通
の利用促進」を掲げている。令和5年10月には、循環バスの車両にEVバス1台を追加導入し、運行本数の増加による利便性向上
を図ることで、交通渋滞及び環境負荷の更なる軽減に努めている。

市道の側溝について、平成29年3月に「大府市側溝改良計画」を策定し、計画的に側溝の有蓋化を推進。本年度は、県道横根大府線の歩
道設置工事を行う。今後も市民等が安心、安全に道路を利用できるよう努める。

安心・安全で誰にもやさしい歩行空間等の整備 【回答】道路整備課5
子供や高齢者、障がい者など誰もが安心・安全に外出でき、移動できる歩道の整備をはじめ、無電柱化、側溝の有蓋化、自転車
利用の増加に対応した道路や駐輪場の整備など安全対策をすること。

要
請

将来的なまちづくりと連動した公共交通体系の整備を推進すること。特に、JR東海道本線及び名鉄名古屋本線最寄り駅と市
内各地を結ぶ二次交通について配慮すること。

要
請

❺公共交通サービスの充実 【回答】都市政策課

❶大府駅・共和駅周辺の路上喫煙対策の強化 【回答】環境課

❷街路樹の定期的な間引き、剪定、伐採 【回答】水緑公園課

大府駅及び共和駅の路上禁煙地区について、環境美化専門員がパトロールをほぼ毎日実施。月2回は朝の通勤時間帯（7時30分～）にも実施。
禁煙地区外の喫煙者にも、趣旨を説明し、禁煙のご協力をお願いしている。今後も、路上禁煙地区や周辺地区において、啓発活動を実施する。

道路沿いの街路樹は、計画的に間引き、剪定、伐採を行っている。

「健康都市おおぶ」にふさわしい景観保持の推進6

「健康都市おおぶ」にふさわしい玄関口とするため、対策の強化をすること。要
請

❸無電柱化の促進検討 【回答】道路整備課

今後の整備方針については、地域住民や電力供給者との合意形成が図られるとともに、歩行者の利用状況や土地利用などの状況から総合的に判断する。

無電柱化による景観の向上や、安全な歩道の確保・災害の防止などの必要性は年々増加しており、新規事業地や歩道の確保が難し
い路線について無電柱化を推進すること。

要
請

道路へ伸びた枝葉は車の通行や歩行時の視界不良の原因で交通事故を引き起こす要因となるので、定期的な間引き、剪定、伐採を
すること。

要
請

健康経営の推進1
大府市が将来像に掲げる「サスティナブル健康都市おおぶ」の実現に向けて、大府市と大府商工会議所、協会けんぽ愛知支部
が連携・協力して進めている健康経営の普及・推進を更に充実すること。

要
請

健康で働きやすい持続可能な地域の実現Ⅲ

72



令和５年度で終了した大府市省エネルギー設備導入支援事業費補助金について制度の復活をすること。要
請

脱炭素社会を推進するため、遮熱・断熱塗料を用いた外壁塗装や窓断熱、省エネ家電等への支援をすること。要
請

令和６年度より空き家リフォーム補助金も創設いただいたので積極的な周知をすること。要
請

脱炭素化の推進2

ウェルネスバレー構想の推進3

大府市においては第３次大府市環境基本計画（令和３年～令和１２年）の中間見直し作業をされているところだが、既存建物
を含めた建築物の省エネ化や効率照明の導入、企業の省エネ・再エネ化投資の拡充、持続可能なエネルギー利用の推進など、
地域の脱炭素化に向けた行動に対する指導・支援を充実をすること。

要
請

令和5年度に健康経営優良法人認定取得支援補助金を新設いただいたが、認定申請は毎年行う必要があり1回の回数制限を撤廃し、
継続的な認定申請の支援をすること。

要
請

健康経営優良法人の顕彰に加えて、各種補助金・助成金における加点評価、公共調達における加点評価や優先発注など、健康経営
に取り組む企業の動機づけや目的意識の向上につながる施策を拡充すること。

要
請

健康経営が就活学生へ浸透するよう、「大府市就職ガイド」でもその意義・内容を掲載するなど啓発を進めていただき感謝申し上げる。
学生の理解が進めば、健康経営に取り組む企業サイドのメリットにもなり、健康経営の普及につながると考えるので、引き続き支援
をすること。

要
請

健康・長寿に係る企業等の誘致を進めて「健康長寿の一大拠点」を目指すウェルネスバレー構想だが、企業が進出意欲を持つため
には、事業用地は勿論、道路インフラを始めとする事業環境の整備が不可欠。養父森岡線の整備や産業用地の開発など、企業を受
け入れられる環境整備を推進すること。

要
請

「大府市健康経営優良法人認定取得支援補助金」は、多数の市内企業に対し、認定申請へのハードルを下げ、認定への機会を幅広く提供す
るための補助制度。市内企業に対し、セミナーや交流会、出前講座の実施等により、引き続き継続的な支援を行う。

燃料・原材料の高騰の影響を受ける中小企業の光熱費負担を軽減し、本市が目指す「ゼロカーボンシティ」の実現につなげるため、令和4
年度から5年度の2年間、省エネルギー設備への更新費用を補助。本年度から市長が中小企業等を訪問し、経営者と直接意見交換をする
取組を進めており、省エネ設備への更新需要や更新に係る支援ニーズが高いことを把握。国県の補助制度の情報提供を行うとともに、市独
自の支援策を検討する。商工会議所も国県市などによる各種支援策を事業者が活用できるよう支援し、経営基盤の強化につなげるなど、
伴走的な支援に努めて欲しい。

平時の温室効果ガス排出抑制に加え、災害時の活動継続性の向上に寄与する再生可能エネルギーの導入支援を目的とし、定置用リチウムイ
オン蓄電池及び電気自動車等充給電システムについて補助を行っている。今後も創エネルギー・省エネルギー・蓄エネルギーの取組を支援する。

本年度に創設した「大府市空家改修費補助金」の制度は、市公式ウェブサイトへの掲載や市役所1階市民健康ロビーへのパネル展示などに
より周知。引き続き、空家対策の推進に努める。

健康経営に取り組む企業の動機づけや目的意識向上に向け、商工会議所や協会けんぽ愛知支部等と効果的に連携し、セミナーや交流会等
を実施し、健康経営の意義や効果等を啓発している。健康経営優良法人認定企業へのインセンティブは、公募型プロポーザル・指定管理者
選定の加点項目の追加及び令和7年4月からの愛三文化会館の施設利用料の一部優遇（本社が市内の事業所のみ）を実施する。

健康経営優良法人認定を受けた事業所に認定マークを掲載した「大府市就職ガイド」を高校・大学等へ送付し、学生等への周知を引き続き
実施。また、「大府市働きやすい企業表彰」を実施しており、職場環境整備を積極的に進める事業者のPRに取り組んでいる。健康経営等の
各種制度の普及は、認定・受賞企業の情報発信を増やすことが最も効果的で、商工会議所も認定・受賞企業の情報を継続的に発信し、各企
業における情報発信を促して欲しい。

ウェルネスバレー健康産業ゾーンは、愛知県企業庁及び東浦町と連携して産業用地の開発の実現に向けて取り組んでいる。開発区域内には、
養父森岡線及び大府東浦線の都市計画道路があり、産業用地の開発の中で整備を進めていく計画をしている。将来の土地利用を見据えた
重要なインフラとして、令和4年度には、養父森岡線の整備計画を「健康産業ゾーン」まで延長し、計画的な整備を行う予定。

❶健康経営優良法人認定申請料に対する助成の拡大 【回答】健康未来政策課

❶省エネルギー設備導入支援事業費補助金の復活 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❷住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助金の拡充 【回答】環境課

❸空き家対策等の周知 【回答】都市政策課

❷健康経営優良法人認定企業へのインセンティブ付与 【回答】健康未来政策課

❸これから働き手となる学生への啓発 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❶ウェルネスバレー構想実現に向けた企業誘致の推進 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課
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定期的な経済界との意見交換と財政支援について

ウェルネスバレー地区には、「あいち健康の森公園」そして「げんきの郷」という多くの人を集める拠点施設が既に立地している。商
工会議所は平成28年の「まちづくり構想提言書」で、これらと連携して農業体験や加工・販売、宿泊・レジャーといった機能を付加す
る構想を、イメージ図も含めて提案。げんきの郷の後背地を活用して、これらのアイデアを具体化すること。

要
請

製販ドリブン事業の活性化に加えて、初期段階での試作・研究開発や実証実験への助成、産学官連携の推進など、事業化を見据え
た入口から出口までの支援の充実をすること。

要
請

スタートアップと地域企業によるオープンイノベーションを促進させ、当地域の産業振興に結び付けられるよう、関連スタートアップ
との連携・協力を支援すること。

要
請

地元自治体として、あいち健康プラザ減築の動向に十分留意し、公園の再整備を含めた管理運営について愛知県に対して適時適切
に意見・要望すること。

要
請

愛知県では、Park-PFIの手法による健康の森公園の整備を進めている。地元経済界としては、これを地域の賑わいづくり・活性
化の起爆剤の一つとして、注視をして対応するが、市当局も、この事業効果を十分に取り込めるよう多角的な視点で連携・支援を
すること。

要
請

ウェルネスバレー地区の健康交流ゾーンでは、市独自の支援制度である「大府市農業推進施設等立地奨励金」を活用し、げんきの郷の後背
地に観光農園や直売所の誘致を行っている。商工会議所も、市内中小商業者の持続可能な経営に向け、今まで以上に観光施策に積極的に
取り組むことを期待している。また、観光施策について、観光協会の会議や日常的な意見交換を通じて議論を深めるため、具体案の提案を
して欲しい。

令和元年度からスタートした医福工連携マッチング支援事業のアイデアボックス活動では、医療・介護現場と、ヘルスケア産業関連企業、新
規参入希望企業とマッチングし、現場と連携した共同研究・実証実験等、事業化に向けた支援を推進。専門的な知見が必要となるため、医
療機器メーカーでの勤務経験があるコーディネーターと連携して、伴走支援を展開。今後もヘルスケア分野における新産業創出を進める。
試作・研究開発、産学官連携の推進では商工会議所の役割が不可欠であり、積極的に連携して欲しい。

愛知県は、日本最大のオープンイノベーション拠点であるSTATION Aiを開設し、同施設には、新規事業創出を目指すスタートアップ等が
入居。
昨年9月には、ウェルネスバレー推進協議会が県内2番目のSTATION Aiパートナー拠点として位置づけられた。ウェルネスバレー推進協
議会ではウェルネスバレーとの連携を希望するスタートアップを対象とした「出張相談会」を実施。また、愛知県のオープンイノベーション
拠点「STATION Ai」に入居し、市内企業とスタートアップとの連携の促進、新事業創出にも取り組む予定。スタートアップから連携希望が
寄せられた場合、商工会議所や会員企業とのマッチングに向けて積極的に連携して欲しい。

あいち健康プラザの減築計画については、地元自治体としてその動向に十分留意する。

Park-PFIの手法による健康の森公園の整備について、愛知県の担当課から事業の内容等の報告を受けている。地域の賑わいづくり・活性
化の起爆剤として注視していく。商工会議所も、市内中小商業者がこの事業効果を十分に活用し、観光施策に積極的に取り組んで欲しい。

❷地域資源の活用 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❸中小企業の医療機器産業への新規参入支援 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❹スタートアップとの連携強化 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❺あいち健康プラザ減築への対応 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

❻あいち健康の森公園でのPark-PFIについて 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課

年1回の懇談会や検討会では、情報交換の量も質も限られる。行政と経済界のトップが自由闊達に意見交換が出来るよう更なる検討
をすること。

要
請

プレミアム商品券は、人的負担に加え、事務経費の持ち出しがあるなど、県内の他事例に比し会議所の負担が大きくなっている。こ
うした当所の状況を賢察の上、小規模事業補助金等の水準回復について配慮すること。

要
請

本年度から、大府市産業振興策検討会の出席者を若手事業者等に変更し、工業・農業等の分野について積極的な意見交換ができた。また、
農業者と市長の意見交換会や事業所訪問を通じて、意見交換を行う場を積極的に設けており、大府市産業振興懇談会で情報共有を図る。

当補助金は、商工会議所の事業活動を財政的に支えることで、市内事業者の間接的支援を行うことを目的とし、事業内容や対象経費、近隣
自治体の状況等も踏まえたうえで、実際の活動状況や効果を確認し、総合的に判断。プレミアム商品券事業等、主体的に取り組んでいる事業
については別途算定した補助を行っている。今後とも相互連携の上、補助の目的に則した事業の実施に特段の留意を頂戴したい。

●大府市産業振興懇談会を始めとする意見交換について 【回答】農業振興課

●小規模事業補助金等の水準回復 【回答】商工業ウェルネスバレー推進課
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大府商工会議所定款抜粋 
 

（目的） 

第１条 本商工会議所は、地区内における商工業者の共同社会を基盤とし、商工業の

総合的な改善発達を図り、兼ねて社会一般の福祉の増進に資し、もってわが

国商工業の発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第７条 本商工会議所は、その目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。 

 （１）商工会議所としての意見を公表し、これを国会、行政庁等に具申し、又は建議 

すること。 

 （２）行政庁等の諮問に応じて答申すること。 

 （３）商工業に関する調査研究を行うこと。 

  （４）商工業に関する情報及び資料の収集又は刊行を行うこと。 

（５）商品の品質又は数量、商工業者の事業の内容その他商工業に係る事項に関する 

証明、鑑定又は検査を行うこと。 

 （６）輸出品の原産地証明を行うこと。 

 （７）商工業に関する施設を設置し、維持し、又は運用すること。 

 （８）商工業に関する講演会又は講習会を開催すること。 

 （９）商工業に関する技術及び技能の普及又は検定を行うこと。 

 （10）博覧会、見本市等を開催し、又はこれらの開催のあっせんを行うこと。 

 （11）商事取引に関する仲介又はあっせんを行うこと。 

 （12）商事取引の紛争に関するあっせん、調停又は仲裁を行うこと。 

 （13）商工業に関して、相談に応じ、又は指導を行うこと。 

 （14）商工業に関して、商工業者の信用調査を行うこと。 

 （15）商工業に関して、観光事業の改善発達を図ること。 

 （16）社会一般の福祉の増進に資する事業を行うこと。 

 （17）行政庁から委託を受けた事務を行うこと。 

（18）前各号に掲げるもののほか、本商工会議所の目的を達成するために必要な事業を 

行うこと。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 府 商 工 会 議 所 
    大府市中央町五丁目 70 番地 

    TEL〈0562〉47‐5000 (代表) 

    FAX〈0562〉46‐9030 


